







こうした都市に農産物を供給する後背地 (ヒンターラント) として, 近隣のヴォー地方, サ
ヴォワ地方, ジェクス地方があった｡
サヴォワ地方は,   世紀にサヴォワ伯領からサヴォワ公国へと昇格し,     年にサルデーニ
ャ王国となったが, その間の政治的支配者は ｢サヴォワ家｣ であった｡ サヴォワ家はたびたび































できる５)｡ ｢関税フリー・ゾーン｣ とは, ジュネーヴ周辺のジェクスおよび北サヴォワに定め
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２) 拙稿 ｢  世紀後半ジュネーヴ市の移入民における出身地・職業構成の転換と連続―アビタンの記録
と滞在許可証の分析を中心として｣ 『社会経済史学』   巻２号,     年｡ そこで扱った事例では, 宗
教も言語も異なるドイツ語圏からジュネーヴに移住する移入民が多くみられた｡
３) 代表的なものは  ～  世紀ジュネーヴの穀物とパンの供給状況について検討した                                                              ′                  (     ‒            )         ′                          および  ～  世紀の都市ジュネー
ヴとその郊外との経済的な関係について分析した         ‒                                                    ′                                          ま
た,   世紀のスイスフランス語圏とフランス東部との交易について検討した                                  ′                                              ‒                                                         などがある｡
４) また, サヴォワ地方の農業に関する研究は,   世紀に関しては    年の検地に関しての研究である                                                          ′                  および  世紀に関しては                                                                       などがあるが, 史料・データ不足のため,   世紀までのサヴォワ
の農業の実態を把握するには不十分なものであった｡
５) 関税フリー・ゾーンに関する研究は,                                                                                                                  
(内田日出海・尾崎麻弥子共訳 『フランス・スイス国境の政治経済史―越境, 中立, フリー・ゾーン』
昭和堂,     年) がある｡ ギショネによる巻末の文献目録によると, フリー・ゾーンに関する書物は
同時代であった  世紀末から  世紀に数多く出版されたが, 歴史的な研究はあまり多くない｡ フリー
・ゾーンの制度に関する歴史的な研究としては内田日出海 ｢フランスのフリー・ゾーン ( )：制度的
展開｣, 『成蹊大学経済学部論集』 第  巻第１号,   ‒  ページ,     年がある｡




らかにすることができる｡ しかし, 先行研究においては, 貿易の細かい実態についてはあまり
触れられておらず, 不明な点が多い｡






フランスより, 現在のジュネーヴ郊外にあたるヴェルソワ, コレ ポシー, グラン サコネ,
プレニー, ヴェルニエ, メイランの諸地域が割譲された｡     年にはサルデーニャ王国から,












税での輸出を認める ｢ジェクス・ゾーン｣ が成立した｡     年に南側のサヴォワ地方 (当時サルデーニ
ャ王国領) で, カントン・ジュネーヴのごく隣接領域に ｢サルデーニャ・ゾーン｣ が成立した｡     年
にはサヴォワ地方北東部でスイスのカントン・ヴァレーとの境界線上に存在した ｢サン  ジャンゴルフ
・ゾーン｣ が成立した｡ さらに,     年のサヴォワ地方のフランスへの併合を契機に, アヌシー郡を除
く北サヴォワ領域において ｢大ゾーン          ｣ (フランスへの併合の住民投票の際にこのゾーンの
成立が取りざたされたため ｢併合ゾーン｣ とも呼ばれる) という広大な関税免除領域が成立した｡ ただ


















であった｡ 凶作の際, または飢饉の際には, ジュネーヴ当局は北ドイツやアフリカなど遠方か
ら小麦を探さなければならなかった９)｡
肉および乳製品に関しては, サヴォワ, ジェクス, ヴォー, フリブールが主な供給地であっ
た｡
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９) 大川四郎・岡村民夫編 『国際都市ジュネーヴの歴史―宗教・思想・政治・経済』 昭和堂,     年,   ‒   ページ｡  ) ジュネーヴ市はレマン湖とローヌ河を挟んで両岸に広がっていたが, 屠場は湖畔もしくは川沿いに
設置された｡   世紀にはローヌの中州であるイール (島の意) と呼ばれる地域に屠場があり, そのす
ぐそばに食肉の卸売り場が設置された｡     年にレマン湖畔に移された屠場は,     年に再びイール




屠畜されている品目としては子牛と羊が多いことがわかる  )｡ こうした食生活に関しては,    年に初版が出版され    年までに  版を重ねた 『ジュネーヴの料理人』 という書物に取り
上げられているメニューから窺うことができる｡     年版のレシピのメニューに登場した主要
な食材は牛肉 (８回), 子牛肉 (  回), 羊 (  回), 子羊 (４回), 豚 (  回), 家禽 (  回),
狩猟された鳥獣 (  回), 野菜 (  回), 卵 (  回), 果物 (  回) であった｡ 家禽 (鶏, 鴨な










れほど多いとはいえない｡ 一方, 実数ではオート・サヴォワからの輸入よりも少なかったが, ジェク
スからの家畜の輸入の中でもっとも多いのが羊であった｡ 詳しくは表３を参照｡  ) ただしこの料理書は ｢やや凝った料理やブルジョワの食卓を目指そうとする若い女性のため｣ に特
に書かれたものであるとの断り書きがある｡ したがって一般庶民の食生活はより簡潔なものであった
のではないかと考えられる｡ 林正徳 『ジュネーブの食卓 ルソーの時代の食料・農業・農村と食料安
全保障』 農林統計協会,     年,   ページ｡
表１ ジュネーヴ市で屠畜された家畜の数 (頭)




牝 牛            
子 牛                
羊                
山 羊           
豚               
子 羊       ―
子山羊             
合 計                
(出典)：                                                                                                  ‒    より作成｡
という位置づけが存在していたのではないかと考えることができる｡ ただし, 卸売り価格をみ
るかぎりでは, 子牛と豚のキログラムあたり単価はあまり変わらなかった  )｡ それでも, 牛と
豚の肉に関しては, 加工法・調理法の違いが存在したようである｡     年から  年におけるニ
ヨン  ) の農民に関する記述の中に, ｢豚はハムやベーコンにして食べるのが普通で, 焼いた肉
は特別の場合だけであった｡ (中略) 牛肉は贅沢品で, 中流以下の家庭では日曜日の夕食とか
お祭りの日のためのごちそうに肉屋で買うものであった｡｣  ) という一節がみられる｡
以上のように, 都市ジュネーヴは  世紀を通して領域・人口ともに拡大し, 食肉の需要も増












家畜の生産地で屠畜し皮や肉をジュネーヴまで運ぶよりも, 屠畜の技術, 価格, 新鮮さなどの
理由から生きたまま売却してジュネーヴで屠畜することが好まれていた｡     年と    年のジ




ところで, ジュネーヴにおける食肉としての子牛と豚の以上のような需要状況, および, そ
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  )     年２月  日のジュネーヴの市場においては    以上の子牛一頭  ～  フランであり, 豚は
一頭   ～   フランであった｡ 体重は豚も    前後であったと考えられる｡                                       (                   )                                                       サヴォワの農民が購読する新聞にジュネーヴでの市場価格
が第一に明記されていることはサヴォワの農民においてジュネーヴが主要な市場であったことを示し




２. 1881年以降のスイスとフランスの関税と免税品    年代の不況局面を受けて, 大陸ヨーロッパ各国は高関税政策に転換し始めたが, その
最たるものといわれるフランスのメリーヌ関税導入とそれに対するスイスの報復関税により,    年から    年までスイスとフランスとの間で関税戦争がおこった｡ とくに高関税がかけら




その協定によると, 免税で輸入できた品目は, 以下のようなものであった｡ ①    ヘクト
リットルまでのワイン (第一条), ②燃料・建築材など (タン皮, 燃料用木材, 木炭, おが屑,
建築用石材, タイル・レンガ, 石灰, 石膏) (第二条), ③農産物 (野菜, 果実, ジャガイモ,
穀物・菜種, フスマ, 藁・干草, 淡水魚, 生きたままのもしくは屠殺された家禽, 卵, 牛乳,
無塩バター) (第三条)｡
また, 第三条の補足として, これらの製品は ｢市場への (必需品) 供給｣ という性格のもの
でなければならないこと, 結果として ｢スイスへは売り手が直接輸送・運搬しなければならな






革製品 (半製品) は１ ４の関税｡ ③牛, 子牛, 豚については当初通常通りの関税が課された




  ) スイスにおいて, フランス産の繊維製品 (完成品) や工業機械に対しては  倍から  倍の関税がか
けられていた｡ 農産物に関しては多くて２倍程度の関税引き上げであった｡                                                                   ３                                       ‒    
関税で輸入されることとなった｡ ④工業製品は免税品目に入らない｡

















っていたことを示し, また, その供給元のほとんどが外国  ) であり, 外国への依存度が高かっ
たことを具体的に示している｡
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  )     年以降スイス, イタリア, フランス, ベルギーの４カ国は ｢ラテン通貨同盟｣ を結んでおり,
スイスフランとフランスフランの通貨価値は全く同じである｡ ここでは単に ｢フラン｣ と記す｡  ) この連邦法令には, ジェクス地方に関する特別条項があったが, オート サヴォワに対する特別条
項はなかった｡                   ‒                            ‒   ‒                          ‒     ) 本稿対象時期のスイスおよびフランスにおいて, 子牛は一級品と二級品に分けられ, 一級品が一頭    以上の太った子牛, 二級品が一頭    未満の子牛であった｡ 次項以降, スイスとフランスとの
輸出入に関する記録などほとんどの史料においてこの体重による分類が使用されている｡  )                   ‒                            ‒   ‒                           ‒                                            ) また, 同史料で ｢肉に対する輸入税は生きた牛にたいしてよりもずっと安いため,     年から商人
たちは国境の向こう側で屠畜するようになった｡ それらの地域での屠畜は不完全で衛生的な問題があ





もが消費する, 牛よりもさらに重要な食糧となっている｡ (中略) 引き上げられた関税では豚
は１頭  フランであるが, これは去勢された牛の１頭  フランと比べて圧倒的に不利である｡
体重から計算すると牛は１    サンチームであるのに対して, 豚は１    サンチームとなる








の家畜取引に対してどのような考えをもっていたか, について検討する｡    年の１月  日にジュネーヴ食肉 (牛肉・羊肉) 販売業者協会から連邦内閣閣僚に向けて
の請願があった｡ その内容は, ｢ジュネーヴおよびカルージュにおいて, 年間約     頭の子
牛が屠畜されている｡ その中でスイス産のものは   頭のみで,      頭が外国から輸入され
ている｡ 子牛はジュネーヴで消費される食物のうち, もっとも需要があるものである｡ (中略)
肉に対する輸入税は生きた牛に対してよりもずっと安くなるため,     年１月１日より, 商人
たちは国境の向こうで屠畜せざるを得なくなった｡ しかし, かの地域での屠畜は不十分な内容
で, 衛生的に問題がある｣ というものであった｡ そして,   ㎏以上の子牛の関税を一般関税率
と同じ１頭  フランに戻すよう要求した｡
また,     年１月  日には豚肉販売業者協会も, 連邦内閣閣僚に対して, 次のような請願を
おこなった｡ ｢関税引き上げに関して, ジュネーヴおよびヌシャテルなどの国境に存在する都
市の, 食肉用家畜の状況を考慮していただきたい｡ 豚に対する完全が増加されたが, 豚は, 現







両者に共通する部分は, 国境の向こう側からの肉の輸入が重要であること, および, 増税に
より大変被害を受けていること, いずれも    年の一般関税に戻すことを要請していることで










力する｣ と回答した｡ ただし, ｢ジェクスおよびオート サヴォワとジュネーヴとの特殊な事
情については改めて考慮することを約束する｣ という内容が付け加えられていた｡ ジュネーヴ
の地方新聞である 『トリビューン・ド・ジュネーヴ』 は    年２月  日の記事において, この
内容を, 一方では請願に対して否定的な回答をし増加された関税を維持するのに対し, 他方で
ゾーンの新たな関係の構築を約束をしたという意味で, ｢二重の解決策            ｣ と
評価した｡
この ｢ゾーンとの関係の見直し｣ は    年５月９日のスイス連邦内閣法令において, ジェク
スおよびオート サヴォワとの貿易における一部の製品に関する,     年  月の連邦内閣法令
の内容の修正ということで実現された｡ ｢オート サヴォワのフリー・ゾーンとの家畜取引に
おいて, 以下の数量内に限っては,     年の一般関税率を適用する｣ ということが決定され,







での屠畜数 ｢年間     頭｣ の約  ％を占めることになる｡ それに対して, 豚の数量制限はそ
れほど多くはなかった｡




























牝 牛          
若い雄牛        
１才までの子牛以外の若い牛        
１才までの子牛 (    以上)            
１才までの子牛 (    未満)          
豚          
羊          
山 羊        
(出典)                   ‒                            ‒   ‒                           ‒                                                   ‒                                  ′      ‒     より作成｡
受けて業者による請願があったことがわかった｡ そうした請願に対する政府の対応も非常にす

























残っていない｡ ただし, すでに見てきたように, 子牛に関しては,     ‒  年においてフラン
スからの輸入量の中でフリー・ゾーンからのものが  ％,   ％という割合を示していたことか
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税局の統計  ) によると,     以上の子牛は    年には    頭,     年には    頭,     年
には    頭がフランスからスイスに輸入されていた｡     年に定められた免税での数量制限
が     頭であるため, だいたいそれよりわずかに少ない    頭強の範囲内で徐々に減少し
てはいたが, ある程度の数を維持していたことがわかる｡ また,     未満の子牛の輸入は    




しかし, その一方で, 減少はそれほど大幅なものではなく, 依然としてかなりの量の子牛がオ
ート サヴォワのフリー・ゾーンからスイス, 実質的にはジュネーヴへと供給されていたとい
うことができる｡








ける飼育状況がいかなるものであったかを検討する必要がある｡ 従って, 次節では, 北サヴォ
ワにおける牧畜, とりわけ牛の飼育の状況を中心に, 供給地における経済的背景とジュネーヴ
との取引がもたらした影響について検討する｡  世紀の北サヴォワにおける牧畜の状況については, 地域全体に関する市町村ごとのまとま
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  )                                                                                                                                                       ‒    ) 豚に関しては関税戦争当時の正確な取引量が不明であるが,     年のオート サヴォワのフリー・
ゾーンからスイスへの    以上の豚の供給量は ,   頭であった｡                                                                                                    ‒                         
った統計はオート サヴォワ県および各市町村の文書館や農業関係の資料室に保存されておら




内で何頭飼育されていたか, および, スイスへ輸出するための証書を何枚希望するか, という

















  )     (                          ‒     )                          ｡      ‒                  ) サルデーニャ王国時代には, 北サヴォワはジュヌヴォワ, シャブレ, フォシニーという３つの地域
が存在した｡ 北サヴォワがフランスのオート サヴォワ県となってから当該領域は, それぞれ旧地域
の代表的な都市の名前を受けてジュヌヴォワ地域がサン ジュリアン, アヌシーの２つの郡に, シャ






っている｡ 特徴的なのは牝牛の数の多さである｡ ｢去勢された雄牛｣ ｢去勢されていない雄牛｣
｢若い雄牛｣ の３つのカテゴリーを合計して ｢雄牛｣ として示す  ) と, サン ジュリアン郡で
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表４ サン ジュリアン郡 (ジュヌヴォワ) における家畜の数と証書の数
家畜の種類 郡に存在する数 (頭) 証書要求数 割合 (％)
去勢された雄牛             
去勢されていない雄牛           
牝 牛              
若い雄牛             
１才までの子牛以外の若い家畜            
１才までの子牛 (    以上)             
１才までの子牛 (    未満)             
豚 (    以上)             
羊             
山 羊             




表５ トノン郡 (シャブレ) における家畜の数と証書の数
家畜の種類 郡に存在する数 (頭) 証書要求数 割合 (％)
去勢された雄牛             
去勢されていない雄牛           
牝 牛              
若い雄牛             
１才までの子牛以外の若い家畜            
１才までの子牛 (    以上)             
１才までの子牛 (    未満)             
豚 (    以上)             
羊             
山 羊             
(出典)      ５                        ○      ‒                より作成｡  ) スイス連邦法令の数量制限のカテゴリーにおいても, オート サヴォワ県のアンケートのカテゴリ
ーにおいても, 牛のカテゴリーにおいて年齢を区別するさいに ｢歯が生え替わっている｣ かどうかと
いうことが問題となっている｡ すなわち ｢牝牛｣ といった場合は ｢歯が生え替わるまで成長した牝牛｣













また, 豚, 羊, 山羊など牛以外の家畜の数は牛と比較するといずれの郡でもそれほど多くはな
い｡ このことはオート サヴォワの牧畜が基本的に牛の酪農を中心としており, 豚, 羊, 山羊
などは副次的なものであったことを示している  )｡
  世紀末から  世紀初頭におけるジュネーヴとサヴォワの家畜取引   
表６ ボヌヴィル郡 (フォシニー) における家畜の数と証書の数
家畜の種類 郡に存在する数 (頭) 証書要求数 割合 (％)
去勢された雄牛           
去勢されていない雄牛           
牝 牛              
若い雄牛             
１才までの子牛以外の若い家畜             
１才までの子牛 (    以上)             
１才までの子牛 (    未満)             
豚 (    以上)             
羊              
山 羊            
(出典)      ５                        ○      ‒                より作成｡
｢歯が生え替わるまで成長した雄牛｣ であるので, 年齢的に牝牛と比較しうる対象となるのである｡  )               (   )                                                  ) ジュネーヴ市内では家畜の飼育はほとんど不可能であったし, 郊外での家畜の飼育も労役用のわず
かな牛を除いては不完全なものであったため, そのほとんどが子牛のうちに食肉にされたと考えられ
る｡                  ‒      ) 正確な統計は不明であったが,   世紀にはより多くの羊, 山羊が飼われていたが,   世紀後半の酪
農の発達により山羊, 羊, 豚などの家畜は基本的には酪農をおこなう農民たちが食用として自ら利用
つぎにスイスへ輸出するために要求された証書の数と郡に存在する家畜の数とを比較し, そ





















ことがあきらかになった｡ 次節では, ジュネーヴとの距離, 交通路などの要素が証書の数を通
してみられるジュネーヴとの結びつきにどのような影響を及ぼしていたかを検討する｡
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するにとどまるようになったという｡                        ) オート サヴォワ県のアンケートにおいては子牛の性別は一切記されていない｡ しかし第一次大戦
時にサヴォワからスイスへの食肉の供給が問題視された際の史料に, ｢オート サヴォワのフリー・
ゾーンからスイスへの雄の (下線引用者) 子牛の輸送について｣ という題目での記述があるため, 雄
の子牛の取引が主だったのではないかと類推することができる｡                                                            )                          ‒                                              ‒                             ‒    
６. ジュネーヴとの直線距離, 交通路からの考察
表７は, ジュネーヴ市からの直線距離 (ジュネーヴを中心とした同心円内)     以内の市




雄牛 (去勢された雄牛, 去勢されていない雄牛, 若い雄牛) もやはり距離が離れると割合は減
少していく｡ 乳歯の若い牛も距離が離れると割合は低下していくが, その低下の度合いは成牛













コロンジュ‒トノン間, アヌマス‒ベルギャルド間,     年にアヌマス‒ラ・ロシュ間,     年
にアヌマス‒ジュネーヴ (オー ヴィヴ駅  )) 間,     年にラ・ロシュ‒クリューズ間 (    年
にシャモニまで延長) などに敷設されたが, 南北の移動はベルギャルドを通じて低地の西部の





域の方が交通路や高低差の問題に関して差がでやすいのではないかと考えたためである｡  ) ジュネーヴの中央駅 (コルナヴァン駅) とは異なる, ジュネーヴ郊外にある駅｡ 現在でもサヴォワ
方面への路線はこの駅から出発する｡  )                      ‒    




















































































































































































































































































































































































































































































































































































口は減少した｡ 多くの市町村において ｢人口のピーク｣ は    年もしくは    年であった  )｡
また, かなりの市町村において  世紀初頭までにその人口はピーク時と比較してその約８割か








  )       ‒                                                                   )                                   ) ちなみにピーク時の人口の規模は, 確認できた   の市町村のうち,    人以下の市町村が  ,    
～ ,   人の市町村が  ,  ,   ～ ,   人の市町村が  ,  ,   ～ ,   人の市町村が  ,  ,   人以上
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周辺農村のサヴォワというものであった｡   世紀の国民国家を経たのち, 国境地域に関税フリー・ゾ
ーンが成立・展開していく課程においてもこのイメージが提示されることになった｡
